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平 成 28 年 度 事 業 報 告 書 
（平成28年4月1日～平成29年3月31日） 

 平成 29年 5月 31日 

                             公益財団法人  同 盟 育 成 会 

                                                           山 内 豊 彦 

[Ⅰ]事業の状況 

【学生寮事業】 

1、入寮状況 

（1）同盟学寮は平成 28年度募集で合格した男子 21人（白山寮）、女子 14人（市谷寮）の計 35人が

入寮し、期首の在寮生数は男子54人、女子46人となった。 

女子の市谷寮はなお16人の欠員が出たが、追加募集は見送った。 

一方、28年度中に、卒業などにより男子11人、女子13人が退寮した。 

（2）平成29年度の募集も、前年度同様、1次、2次の2段階方式とし、28年6月17日に募集要項を

ホームページにアップした。 

応募者は、平成28年11月30日締め切りの第1次募集47人（男子12人、女子35人）、29年2

月24日締め切りの第2次募集16人（男子5人、女子11人）で、計63人（男子17人、女子46人）

だった。 

応募者に対しては、順次書類審査と面接を実施し、学寮運営委員会の審査を経て、第 1次募集男

子8人、女子19人、第2次募集男子2人、女子7人を合格、男子2人、女子6人を補欠としたが、

受験失敗による辞退、補欠の繰り上げ合格などで、最終的に男子 9人、女子29人の新規入寮が決

まった。 

このほか、平成29年3月末で退寮が予定されていながら、在寮延長を申請していた女子 2人のう

ち、法科大学院に進学する1人の延長を認めた。 

また、男子の白山寮は3人の欠員が出たため、留年する男子1人の在寮延長も認めた。 

  平成28年度期首と29年度期首の在寮者数は次の通り。 

平成28年4月              29年4月 

白山寮      市谷寮          白山寮    市谷寮 

（定員54人） （定員62人） 

大学 6年生       0人      0人       1人     0人 

5年生    1人      0人       0人     0人 

4年生     6人           7人              9人     8人 

3年生    10人           8人       13人          9人 

2年生      14人       11人           18人     13人 

1年生    17人          10人       8人         20人 

専門学校生       1人       3人       1人       5人 

大学院生       5人       7人        2人           7人   

合計      54人       46人            52人          62人 
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2、寮生自治 

学寮の日常的運営については、白山、市谷それぞれの寮で寮生が組織する委員会に委ねた。 

ほぼ週1回のペースで開かれる委員会の会議には、学寮長も参加し、議論を傍聴するとともに、

必要に応じて助言した。 

3、行事 

①対面式 

白山、市谷合同の平成28年度新入寮生と在寮生の対面式を、同年4月10日に白山寮で

開催し、山内理事長が訓示した。 

  ②夏季キャンプ 

寮生の自主行事である恒例の夏季キャンプが平成28年9月3、4の両日、群馬県・片品村で実施

され、男女合わせて73人の寮生が参加した。このキャンプには、寮生訓育活動の一環として財団

から補助金を出すとともに、黄田、齋藤両寮長も同行し、指導に当たった。 

③創立記念式と講演会 

毎年恒例の創立記念会を10月16日に白山寮で開催。寮生をはじめ寮生OB、財団関係者

ら約160人が出席した。 

    創立記念会は、例年通り講演会、式典、懇親会の3部構成で、記念講演会は、時事通

信社OBで三井住友トラスト基礎研究所主席研究員の伊藤洋一氏を講師に招き、「情報強

者になるために」と題して講演してもらった。 

   ④成人式 

平成29年1月15日に白山寮で白山、市谷合同の成人式を開き、山内理事長が出席して、新

成人21人（男子12人、女子9人）に記念品を贈呈した。 

⑤その他 

寮生の希望者にTOEIC（英語検定試験）やインフルエンザ予防接種を財団の費用負担

で受けさせる事業を例年通り実施、TOEICは24人、予防接種は87人が受けた。 

このほか、寮生主催の新人歓迎会（平成28年4月16日）、クリスマスパーティー（同年

12月11日）、卒寮生送別会（平成29年2月26日）などに補助金を支出した。 

 

【奨学金事業】 

古野給与奨学金 

①平成28年度の採用 

平成28年5月13日に28年度大学院給与奨学生の募集を締め切った結果、11校から17人の推薦があっ

た。この中には、推薦依頼をしていなかった神戸大学と富山大学からの3人も含まれている。 

この内、京都大学から推薦された法科大学院生は「大学院修士課程または博士課程前期在籍者」

という本奨学金の対象者に該当しないため、書類審査で不採用とし、残る16人について書類審査と

面接を経て、6月8日の奨学生選考委員会に諮り、全員を採用とした。 

採用者の大学別内訳は神戸大、同志社、早稲田、慶応、日大の5校が各2人、北大、東大、京大、

富山大、明大、東京女子大が各1人。男女別では男子9人、女子7人。留学生は3人で全員が中国人女

子だった。 

なお、平成28年度の大学学部給与奨学生は、同年3月4日に募集を締め切り、同14日の奨学生選考

委員会で審査した結果、男女各7人、計14人の採用を決めている。 

新規採用者を加えた28年度の給与奨学生数は、大学院32人、大学22人となった。 
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   ②給与奨学生研修会 

給与奨学生の定期研修会を大学院生、大学学部生合同で、平成28年9月と同29年3月に実施した。 

9月は5、6の両日、横浜市の横浜情報文化センターとローズホテル横浜で、3月は6日午後、東京・

日比谷公園の松本楼で開催した。 

また、平成28年度採用の大学学部給与奨学生14人に対しては、4月4日にも、東京・内幸町の日本

記者クラブで研修会を開催した。 

当初は、大学院生の研修会を従来通り9月と3月、学部生は4月と9月に開催する予定だったが、4月

は就職活動が活発化する時期であることなどから、今後は学部生も9月と3月に実施することとした。 

   ③平成29年度の募集開始 

平成29年度の給与奨学生募集を、大学院、大学学部とも平成29年2月1日から開始した。5月19日に 

締め切り、6月7日の奨学生選考委員会で採否を決定する。採用目標は大学院生15人、大学生20人。 

募集に当たっては、主要大学に推薦依頼状を送るとともに、ホームページにも募集要項をアップ

し、推薦依頼校以外からも応募できるようにしている。 

また、大学院生応募者に対しては、従来、審査に当たって面接を実施してきたが、事務局、応募

者双方の負担が大きいため、面接は廃止し、代わりに研究テーマについて1,000字程度のレポート

を提出させることとした。 

 

【収益事業】 

引き続き、東京・渋谷の旧学寮跡地を、時間貸し駐車場を運営する日本パーキング（株）に貸与し、

収益を上げた。賃貸料収入は月額270万円。平成28年度の年間収入額は3,240万円。                        

 

［Ⅱ］管理部門の状況 

1、諸規程の整備 

  引き続き諸規程の整備を進めた。制定、改正した主な規程等は以下の通り 

  「特定個人情報取扱規程」制定（平成28年5月の理事会） 

  「組織・職制規程」改正（平成28年10月の理事会） 

2、職員等の異動に関する事項 

（1）平成29年6月に井口智彦事務局長が任期満了で退任するのに備えて、その後任を含みとして、

時事通信社OBの佐藤陽信氏を平成28年10月1日付で嘱託採用し、事務局長代理に任命した。 

（2）事務局アルバイトの佐倉理恵さんを平成29年4月1日付で正職員として採用することとし、平

成29年3月6日に当人に「労働条件通知書」を提示、承諾を得た。 

3、任期満了に伴う評議員選定委員の選任 

平成29年3月12日に評議員選定委員全員の任期が満了するのを前に、1月の理事会で次期委員を選

任した。顔ぶれは以下の通り。 

今田 昭・元日本新聞協会事務局長、川嶋 明・日本新聞協会専務理事（以上当財団と取引、利害関

係のない中立外部委員）、長谷川 隆・同盟育成会評議員、櫻井 郁生・同盟育成会監事、佐々木 秀

子・同盟育成会事務局員 

以上5氏のうち川嶋氏は新任、残る4人は再任。 
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4、会議に関する事項     

（1）理 事 会 

● 第1回 平成28年5月30日 

 決議事項 

（1）平成27年度事業報告書・同決算書 

     （2）特定個人情報取扱規程制定 

   (3) 平成28年度第1回評議員会招集 

 報告事項 

代表理事の職務施行状況報告 

● 第2回 平成28年7月20日 

 決議事項 

 平成28年度第2回評議員会招集 

 報告事項 

 代表理事の職務執行状況報告 

● 第3回 平成28年10月31日 

 決議事項 

組織・職制規程改正 

   報告事項 

   （1）事務局長代理任命 

（2）平成28年度上期事業報告、同決算報告 

     （3）代表理事職務執行状況報告 

 ● 第4回 平成29年1月18日 

  決議事項 

（1） 評議員選定委員会委員選任 

（2） 平成28年度第3回評議員会招集 

 報告事項 

 （1）平成29年度事業計画策定と同予算編成の基本方針 

 （2）代表理事の職務執行状況報告 

  ● 第5回 平成29年3月15日 

       決議事項 

(1) 平成29年度事業計画書、同予算書 

(2) 理事個別報酬決定 

(3) 評議員推薦候補者決定 

報告事項 

代表理事の職務執行状況報告 
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（2）評議員会 

 ● 第1回 平成28年6月17日 

     決議事項 

平成27年度決算書 

    報告事項 

    平成27年度事業報告書 

   ● 第2回 平成28年10月31日 

   報告事項 

   平成28年度上期事業報告、同決算報告 

  ● 第3回 平成29年3月15日 

   報告事項 

   平成29年度事業計画書、同予算書 

5、許・認可、承認に関する事項    

  なし 

6、登記に関する事項 

なし 

7、報告等に関する事項 

1）平成27年度事業報告等を提出（平成28年6月22日、内閣府） 

2）平成29年度事業計画書等を提出（平成29年3月22日、内閣府） 

 

［Ⅲ］保有株式に関する報告 

 その株式の 20%以上を保有している企業について、概要を報告する。 

 企業名 株式会社太平印刷社（非上場80万株・本社東京都品川区東品川1―6―16） 

       （1）資本金／事業内容    4,000万円／印刷業・従業員数80人 

       （2）代表者／役員数      沖田啓了 代表取締役社長／4人 

       （3）保有株数／比率      20万株・額面50円／25％ 

（4）保有の理由       当財団発足時の母体であった（社）同盟通信社が解散した際、その

印刷部門が独立創業した会社で、昭和 49年増資時に一部資金を当

財団から貸与した見返りとして贈与された。  

        (5）当財団との関係       同社の石井和行会長が当財団理事を兼任している。 

 (6）処分の見通し         同社には買い戻す資金的余裕がなく、適当な売却先も見つからない 

ため、処分は困難である。 

 

［Ⅳ］附属明細書 

平成 28年度事業報告には、「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので、「一般社

団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第34 条第３項に規定する附属明細書は作成しない。 

以 上 


